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令和５年度座談会「町長と語ろうまちづくり」（岸地区） 

開 催 日 時 令和５年 11月９日（木）午後７時 00分から午後８時 45分     

場 所 高齢者いきいきセンター 

町民参加者 26人 

町 出 席 者 
町長、副町長、教育長、参事兼企画総務課長、地域防災課長、町民税務

課長、環境課長、定住対策課長、議会事務局長、事務局 3人 

 

 

出席者からの主な意見や提案 
 

 

《テーマ：空き家対策・移住施策について》 

〇空き家バンクを活用し今年移住してきたが、その過程で高齢者は歓迎されていないよう

に感じた。新築祝い金などの施策は、すべて年齢制限がある。また、移住を検討するにあ

たり、山北町に移住したいという人はたくさんいるものの、町の政策として高齢者はウェ

ルカムではないという話をよく聞いた。一方で、町は子育て世代に対する移住施策には力

を入れているが、それでも子育て世代は学齢期になると、不便だから町外へ転出してしま

うという話も聞いた。そこで、町の今後の移住施策として、 子どもという日本全体で少

なくなっている世代に力を入れるのではなく、山北町が好きで暮らしたいと思っている高

齢者がもっと移住しやすくなるような施策を実施すれば、人口増加に繋がる可能性もある

のではないか。元気な高齢者が移住して最後まで幸せに暮らせるまちとして打ち出すのも

いいのではないかと、移住してきて思った。 

 

〇私は、この山北町に移住して 17年ほど経った。大変なこともあるが、畑仕事をしなが

ら暮らしており、楽しく幸せに過ごしている。老後を山北町で過ごしたいと思う方が多い

というのは、それだけの魅力を山北町は持っているということだと思う。そのため、子育

て世代の人口を増やすことだけでなく、高齢者の人口を増やすことを施策にしてもいいの

ではないか。考え方を今までと少し変えて、 高齢者に目を向けることが今後必要である

と思う。 

 

〇若い世代も高齢者もウェルカムというように、政策を少し変えていただいて、オールラ

ウンドで施策を進めていただければと思った。ところで、今年８月に、全国放送のテレビ

番組で山北町への移住について取り上げられていたが、その後町に問合せはあるのか。 

 

〇近隣自治体から山北町に移住したが、岸地区は買い物や開成町や南足柄市に行くにも便

利で、周りの方からはなぜ山北町に引っ越すのかと聞かれたが、結果的に移住して良かっ

たと思っている。ただしそれは車があるからであって、幅広い年代の人に対する移住施策

を進めるうえでは、やはり交通の利便性が欠かせないと思う。循環バスは非常に使いにく
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いし、オンデマンドタクシーのような、もう少しきめ細かいサービスがあるとよいと思

う。将来の生活を考えたときに、車がなくても買い物や病院、銀行などに行くことができ

ないと、高齢者の移住はかなりハードルが上がると思う。 

 

〇山北町で生まれてからずっとこんないいところはないと思い生活してきて、自分が車の

免許を返納する前までは不自由なく暮らしていた。しかし、免許を返納して生活が変わっ

てしまった。循環バスを利用しているが、ほとんどの人が利用できないと思うような時間

にしか走っておらず、買い物や病院の際も、帰りのバスがない状況である。タクシーを利

用しようとしても、電話がつながらない。バスもタクシーも利用できないとなると、民間

の移送サービスを依頼することがあるが、頻繁には利用できず非常に困っている。 以

前、広報にバスを利用する人が少なかったら減便するという内容が載っていたが、不便だ

から利用しないのではないかと、役場に話をしたこともある。 先ほどの移住の問題とも

絡めて、皆が便利に利用できるような交通の仕組みづくりを、早急にしていただきたい。 

 

〇先ほどの高齢者の移住の話と関連するが、現在は元気な高齢者も多いため、移住・定住

対策の１つのオプションとして、高齢者の起業を促進するような制度があってもいいので

はないか。現在は、一般の方でも個人事業主として起業できるハードルが低くなってい

る。企業を誘致するとなるとハードルが高いが、発想を変えて、高齢者の個人事業主がい

きいき働いている町として施策展開をするのもいいのではないか。起業に伴い、多少町の

税収にも貢献できるし、健康寿命も伸びて医療費も抑えられるし、メリットもあると思

う。 

 

〇農地の取得について話があったが、町では農地法第３条に対してどのような対応をして

いるのか。私自身山北町に移住してきた者だが、15年程前にみかん山が欲しいと考えた

が、町から３反の農地を３年以上耕作した経験がないと農業人として認められないため、

農地を買うことができないと言われた。その後、松田町で約３反のみかん山が売りに出た

ので松田町役場に相談にいったところ、３反以上の農地を取得すればその時点から農業人

になるという説明があり、みかん山を買うことができた。つまり松田町では買えたが、山

北町では買えなかったということになるが、こういったことがあると町内で農業をやりた

いという人が諦めざるをえない人もいると思う。 

 

 

《テーマ：その他》 

〇第６次総合計画の策定についての資料に町をとりまく課題として、「耕作放棄地や遊休

農地への対応」とあるが、湯坂地区では空き地が増えてきている。町は農業委員会の事務

局でもあるが、状況をいかに把握してどのように取り組んでいるのか。また、農地取得の

要件が緩和されたと聞いているがどうなっているのか。また、昔は酒匂川が子どもの遊び

場になっていたが、今はそうはなっていない。県が河川の整備をしていないため、イノシ

シなどが川を渡って畑にきて被害が発生しているが、どのような対策を検討しているの
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か。 

 

〇第６次総合計画策定に係る町民アンケートに、「あなたは、現在どの程度幸せですか。」 

という設問があるが、生活環境、身体的問題など、個人のおかれている状況により幸福度 

は異なるはずなので、高得点の人の割合が多いからよい結果だ、などと一概には言えない 

のではないか。例えば、「山北で生活していることについての幸福度はどうですか。」とい 

うような具体的な質問ならば、その回答を掘り下げて分析することができると思うが、こ 

の質問に対する回答は参考にならないのではないかと思う。 

 

〇森林環境税が一人当たり年額 1,000円徴収されているが、国からどのように交付され、 

町では何に活用されているのか。山北町は非常に森林が多いので、例えば災害対策や森林 

整備などに活用されているのかなど、その使途を教えてほしい。 

 

〇文化財の保護継承という話があったが、保護継承だけではなく、文化財・歴史遺産の活 

用もしていただきたい。例えば、河村城跡の活用について、ぜひ検討していただきたい。 

 

〇町内の方と様々な場で話をする機会があるが、町内の方でも町の歴史や文化にあまり詳 

しくない方もいる。 自然は自分の目で確認できるけれども、歴史や文化は、資料などを見

たり読んだりしなければ理解できないこともある。 そこで 1 つ提案だが、現在小学校５

年生の児童に配布している副読本「わたしたちの山北」を、全世帯に配布していただけな

いか。 予算的な問題があることは承知しているが、例えば数年に１度全世帯に配布するこ

とで、町の歴史や文化について家庭で話題にあがれば、町のことに興味関心を持ち、町を

愛するということにも繋がると思う。 

 

〇廃屋の問題についてであるが、空家特措法に基づき特定空き家に指定されると、町長が 

行政代執行できるということを伺った。ぜひやっていただきたいと思っている。廃屋は、 

不審者や動物が住んでいる可能性があり、非常に危険である。そこで、行政代執行につい 

てどのように考えているのか、また町内の空き家と廃屋の件数を調べているのか教えてほ 

しい。 

 

〇特定空き家について、勧告や注意などを出した事例はあるか。町の指導に応じない所有 

者に対しては、勧告を出せば、町長が行政代執行できるのではないか。繰り返しとなるが、 

防犯面や衛生面から非常に困っているので、早急に対応してほしい。 

 

〇一人暮らしの方が亡くなり、現在空き家となっている物件があるが、その家の庭には大 

きな木が鬱蒼と生えている状態である。その木がこれ以上大きくなると、道をふさいでし 

まう可能性があるが、そのような場合は町のどこへ連絡したらよいか。町から所有者に連 

絡してもらえるのか。 
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〇近隣の敷地に畳などの不要なものが捨てられているが、所有者は不法投棄ではないと主 

張しており、処分するどころか、どんどんごみが増えている状況である。自治会ではこれ 

以上対応ができないため、町から所有者に指導してもらえないか。また、農業用ハウスが 

湯坂のメイン道路にあるが、 何年もずっと放置されており、中がどうなっているかもわか 

らない状況である。鉄骨造りのため簡単には撤去できない。そういったものについても町 

で所有者を特定して、強く指導していただきたい。 

 

〇農業従事者の立場で話をさせていただく。山北町は、果実も米も野菜も、何でも採れる 

土地である。しかし、現在は有害鳥獣による被害が拡大しており、収穫量が非常に減少し 

ている。イノシシやシカに園が荒らされてしまい、農家はやる気がなくなってしまってい 

る。そういうような状況下で、防護柵の設置などの対応をしていただいているが、これは 

あくまで対処療法であるため根本的な解決には至っておらず、元を絶たないことにはもう 

どうしようもないと思っている。むしろ対処できているどころか、有害鳥獣の生息数は増 

加する一方であり、これはもはや農業の問題を越えて、行政の責任だと思っている。対処 

療法ではなく根本的解決となる施策の実施について、県に要望してもらいたい。 

 

〇山北町、南足柄市、松田町、開成町の１市３町に関係する話だと思うが、大口橋と新十 

文字橋の間の流域に橋を架けていただきたい。これにより、１市３町の経済の発展につな 

がることや、災害時の活用が期待できるので、ぜひ検討していただきたい。 

 


